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１．本年度の研究成果 
 本年度はわが国のがん診療連携拠点病院の緩和ケアの質の評価に関する調査と進行がん

患者の QOL 調査票の開発を行うことを目的とした。 
1）全てのがん診療拠点病院（288 施設）の緩和ケアチームに対する質問紙調査を行い、

232 施設から回答を得た。本調査によって緩和ケアチームの構成、活動内容、退院調整や

地域連携、緩和ケアチームの構成員の診療に対する自信と困難感が明らかになった。 
2）全てのがん診療連携拠点病院の薬剤部に対する調査を平成 19 年 12 月に実施した。

調査内容は医療用麻薬の採用状況と払出数量、緩和ケアのエッセンシャルドラッグの採用

状況、薬剤師の緩和ケアに関する活動状況と困難感などである。現在、調査票の回収中で

ある。 
3）がん診療連携拠点病院のがん患者の遺族に対する、緩和ケアの質の評価に関する調査

を平成 20 年 2 月に実施予定である。現在、61 施設が参加に同意し、各施設における倫理

委員会にて審査中である。調査内容は、遺族によるケア評価、遺族の評価による終末期の

患者の QOL、遺族の介護経験の評価、遺族の QOL のである。目標送付数は 3000～6000
名である。 

4）進行がん患者の QOL 調査票のバリデーション研究を平成 19 年 11 月より開始した。

患者によるケア評価、EORTC-QLQ-C15PAL、患者の評価による進行がん患者の QOL 評

価尺度の信頼性と妥当性の検討を行う。目標症例数は外来進行がん患者 400 名、緩和ケア

病棟の終末期がん患者 220 名である。 
 
２．前年度の研究成果 
なし（本年度が初年度のため） 

 
３．研究成果の意義及び今後の発展性 

1）がん診療拠点病院の緩和ケアチームの構成、活動内容、退院調整や地域連携、緩和ケ

アチームの構成員の診療に対する自信と困難感の実態と今後の課題が明らかになった。本

研究の結果に基づき、緩和ケアチームの活動を評価する指標が開発される。 
2）がん診療連携拠点病院の、医療用麻薬の採用状況と払出数量、緩和ケアのエッセンシ

ャルドラッグの採用状況、薬剤師の緩和ケアに関する活動状況と困難感の実態が明らかに

なり、今後の課題とその克服に対する方略が検討される。 
3）がん診療連携拠点病院で死亡した、がん患者の遺族による緩和ケアの質の評価がなさ

れる。その結果、終末期ケアの実態と関連要因（個人要因・施設要因）が明らかになり、

終末期ケアの充実のための必要要件が明らかになる。また、別途実施された緩和ケア病棟



及び在宅ケア施設の遺族調査との比較を行う。 
4）進行がん患者の QOL 調査票のバリデーションが行われ、信頼性・妥当性が保証され

た尺度が開発される。これを利用し平成 20 年度に、全国のがん診療連携拠点病院におけ

る進行がん患者に対するアウトカム調査を行う。本研究で開発した尺度は、緩和ケア病棟

や在宅ケア施設、一般病院など多方面の臨床研究において利用可能である。 
 
４．倫理面への配慮 
 遺族調査および患者調査に関しては各施設の倫理委員会の承認を得て実施している。ま

た、個人には調査の目的、調査による不利益、プライバシーの保護などを書面にて説明し、

調査票の回答をもって同意とする。 
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